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「ＳＴＯＰ︕インボイス全国⼀揆」で

掲げたプラカード   （P.3 に記事） 

※データ作成︓STOP︕インボイス 



（マンガ文庫 蔵書紹介）       ＬＩＰ ２０２３／０７ 

〈２〉 

 コロナもすっかりニュースから消えて、道行く人のマ
スク以外はすっかりコロナ前に戻りましたね！遠方へ
の旅行に何年も行く機会がなかったので、今年はどこか
に行きたい！とウズウズしている人も多いのではない
でしょうか？今回は、マンガを通してその地、その時に
思いを馳せる旅気分を感じられるマンガを紹介しま
す！ 

北北西に曇と往け 

著：入江亜希 既刊6巻 蔵書6巻 

 
 舞台はアイスランド。極北の大地で祖父と暮らす17歳
の主人公・御山慧。彼には3つの秘密がありました。 
 1つ、クルマと話ができる。2つ、美人な女の子が苦手。
3つ、その職業は、探偵。 

 大地が主役のアイスランドの大自然の中で、探偵業を
営む慧が巡り合うワンダーとは一体何なのでしょうか。 
 
 この作品を描くためにより車のことを知ろうとマニ
ュアルで免許を取得された入江亜季先生の作品に対す
る拘りが紙面から溢れています。大地や自然、そして人
や文化。知られざるアイスランドそのものが描かれてい
ます。 
 アイスランドが持つイメージ、それはとっても遠くて
寒いが、大自然の息吹と対峙できる場所。むき出しにな
った大地と、人の手が加わっていない真っ新な自然。 
 映像で見ても、いくら想像を膨らませてみても、つか

み所もなく、自分の世界と1㎜も被っていないように思
えてしまう。 
 地図やテレビ、ネットでしか見ることのない世界は、
物理的な距離の遠さも相まって、その土地をおとぎ話の
国にするには十分だ。 
 そんな、絶対（絶対なんてことはないのだけれど）関
係ないと思っていたアイスランドと日本に住む自分と
の意外な共通点を感じつつ、楽しめるのが本作品です。
入江先生のアナログ原稿（紙とインクを使った手法）が、

これまたいい！ペン画の迫力と繊細なタッチも楽しめ
ます。（あれ⁉マンガの中身の紹介を全然してない����） 

音盤紀行  著：毛塚了一郞 

既刊1巻 蔵書 1巻（電子） 
 祖父の遺したレコードの秘密、
禁制のポップ音楽を扱う地下レ
コード店、近未来のダイナーに
おかれた古びたジュークボック
ス。レコードに込められた記憶
と想いを辿る短篇集。 
 本作品が、記念すべき毛塚了
一郞先生の初めてのマンガ単行
本となるこの作品。レコードを
巡る短編集なのですが、その時
代、その場所で音楽がどのよう
に人々の心を掴んでいたのかを、
作者のフィルターを通して楽しむタイムトラベル的な
要素もある作品です。 
 戦時中に隣国から流れてくるラジオ放送を盗み聞き
する話があるのですが、情報規制され、自国は戦争ムー
ドまっただ中の中、隣国から流れてくる戦争とは無縁の
音楽に癒やされる・・・。ほら、なんか引き込まれるで
しょ？その場所、その時を雄弁に語るレコードの楽曲た
ち。音楽は時空を軽々と超えるひみつ道具みたいだなと
思います。 

 この2つの作品はKADOKAWAからでている『青騎士』と
いうマンガ雑誌で連載されています。このマンガ雑誌、
並々ならぬ拘りで制作されていまして、特にアナログ原

稿が美しく、ペン画の迫力をそのまま紙面に反映できる
ように工夫を凝らして制作されています。 
 マンガ文化、とりわけアナログ原稿の良さを伝える希
有な存在となりつつあるこの雑誌を密かに応援してい
るわけですが、ぜひ書店で他のマンガ雑誌と見比べてみ
てほしいです！（中身が見れないことが多いですが・・・） 

 
 そんな古き良き（？）アナログ原稿のみのマンガ賞が
この夏、第一回を迎えるようです！デジタルの時代にあ

えてアナログという時代の風潮に逆行しているとかで
はなく、アナログだからこそいい部分を残していけるよ
うに奮闘されているマンガ雑誌もあるということを知
っていただけたらと思い紹介しました！ 
 
 生成AIでは切り捨てられているアナログ原稿のよさ

を感じることは、これからどんどん難しくなってくると
思います。絵を描かないマンガ家もきっと増えるでしょ
う。アナログ漫画が伝統芸能と言われる日も近いような
気がします。でも、全て画一化されてしまってはどこか
面白味に欠けるとも思うのです。時には不自由を楽しむ、
非効率から熱量を感じる。そんな感覚も時には残してお
きたいなと思うのです。 

 

漫画賞の紹介はこちら➡➡➡ 
 
 

（みんなでつくる学童STEMs そふえ） 
[ STEMz マンガ文庫 ]で検索！ 

STEMz マンガ文庫 蔵書紹介 

今年こそ行きたい！ 

“旅マンガ”特集 



（私がインボイスに反対する理由）    ＬＩＰ ２０２３／０７ 

〈３〉 

 
多くの人が廃業に追い込まれる？ 

 
 インボイスとは、今年 10 月から導入が予定さ
れている新しい請求書の方式です。私がこれに
反対するのは、個人事業主・フリーランスや小
規模事業者が細々と食っていくことを難しくし、
多くの地道に働いている人たちを廃業に追い込
む可能性が大きいからです。 
 現在、年間の売上高が 1000 万円以下の事業者
は、消費税法の定めによって、消費税を納税す
る義務が免除されています。それは、体力の弱
い零細の事業者に納税義務を課すのは負担が大
きすぎるという理由によります。 
 それなのに、このたびのインボイスに対応す
るためには、自ら申告して消費税を納税する事
業者に替わらなければならないのです。その場
合、いまの売り上げから消費税分が減るととも
に、複雑な納税事務作業の負担が新たにのしか
かります。一方、インボイスに対応しなければ、
取引先から仕事をもらえなくなったり、値引き
を求められたりする可能性があります。これが
「地獄の二者択一」（志位和夫氏の発言）と言わ
れるゆえんです。 
 
 

ささやかな願いをつぶさないで 
 
 大阪一揆では、私もマイクを握らせていただ
き、以下のように思いを話しました。 

「私はケアラーです。障害のある家族をサポー
トしながら生活しています。どうしてもケアと
仕事の両立が難しくて、なかなか思うように働
けませんが、その中で、理解していただけるお
客さんに支えていただき、フリーランスでライ
ターや編集など、いろんな仕事を細々とやって
生きています。 
 このコロナ禍の不況で、いくつか仕事がなく
なりました。続いている仕事もギャラの引き下
げを余儀なくされました。本当に苦しいんです
が、でも、何とかがんばって、もっと仕事を増
やしていきたいと思っています。 
 ここでインボイスが導入されたら、いまでも
ギリギリなのに、新たに消費税納税の負担をし
なければいけないかもしれない。さもなければ、
さらに値引きをしなければいけないかもしれな
い。さもなければ、仕事を引き上げられるかも
しれない。そうなったら、もう、やっていけま
せん。 
 私の願いは、ささやかなんです。家族のケア
をしながら、できる仕事を一生懸命にやって、
お客さんに喜んでいただき、細々でいいから食
っていきたい。そのささやかな願いをつぶすの
が、インボイスなんです。だから、『インボイス、
やめてくれ！』という気持ちでいっぱいです」 
 

子どもや若者たちの人生にも影響 
 
 この大阪一揆で、あるフリーランスの方が言
われたことで、心に残ったことばがあります。
それは、「これから新しく起業にチャレンジしよ
うとする人のハードルが上がってしまう」とい
うもの。そう、インボイス制度の強行は、これ
からの社会を生きる子どもや若者たちの人生の
選択肢を閉ざしてしまうという側面もあるので
す。だから、個人事業主・フリーランスや小規
模事業者だけでなく、あらゆる立場の方が、イ
ンボイスの問題に関心を持っていただきたいと
思っています。 

（フリーランス・ライター 合田享史） 

私がインボイスに反対する理由 

 ６月 14⽇、インボイス制度への反対の声を
全国各地で⼀⻫に上げる「増税もう無理!! 
ＳＴＯＰ！インボイス全国⼀揆」が⾏われま
した。私もインボイスによって打撃を受ける
当事者のひとりとして、なんばの高島屋前で
催された大阪一揆に参加してきました。 
 なぜ、私がインボイス制度に反対している
のか？ その思いを聞いてください。 



（原発賠償関西訴訟）          ＬＩＰ ２０２３／０７ 
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◆初めての本人尋問に、多くの人が傍聴に 

 

 ５月24日（木）大阪地方裁判所で原発賠償関西

訴訟第 39 回期日が開かれました。この裁判は、

2011年３月の東京電力福島第一原子力発電所事故

で関西に避難してきた人たちが国と東京電力（以

下、東電）に対して起こしたものです。2013 年 9

月に第一次提訴＊、2014 年９月に第１回期日が開

かれて、以来38回の期日を重ね、この日から原告

に対する本人尋問が始まりました。 

 10時開廷、午後５時まで、３人の原告に対して

各々１～２時間、被害の実態を明らかにする尋問

が行われる予定。傍聴券の抽選は9時20分締め切

りで、並んだ人の数は 159 人。その少し前の原告

団入廷の際にはテレビカメラが何台も入り、「がん

ばって！」と声をかける人たちで、たいへんな熱

気だったようです。 

 私自身は障害を持つ子を通所先の送迎車に送り

出してから行ったので、傍聴券抽選には間に合わ

ず。60の傍聴席に抽選で外れた人たちと共に、近

くの弁護士会館に移動、控室として取った一室で、

大学生の撮った裁判の記録のビデオを観たり、

UNSCEAR（原子放射線の影響に関する国連科学委員

会）についての講義を聞いたりしました。 

 

◆本人尋問１人目。 

「悪球もホームランで打ち返した！」と弁護士 

 

 12 時 25 分、午前中に本人尋問を受けた原告団

団長・森松明希子さんが控室に到着、テレビ局の

ビデオが数台回るなか、大きな拍手で迎えられま

した。 

 本人尋問は原告団弁護士からの尋問が１時間、

その後被告の東電と国から、同じ時間の尋問が行

われました。メモも持たず、身一つで、「嘘を言い

ません」と宣誓を行って臨む、２時間の尋問。「百

～「人の命」と「健康」と「ふつうの人間らしい暮らし」を求める裁判～ 

原発賠償関西訴訟第 39 回期日の報告 

⼊廷前テレビ局の取材に答える森松さん。⼣⽅各局の関⻄のニュースで報じられた。 



〈５〉 

点満点の答弁でした！」と担当弁護士の言葉に、

わあっとまた拍手。 

 原発事故当時、福島県郡山市に住んでいた森松

さんは放射線被害への不安から、当時３歳の長男、

生後５カ月の長女と共に大阪市に自主避難、地域

医療を担う医師の夫は地元に残り、離れ離れの生

活を続けてきたと、事故発生時からこれまでの経

緯を、原告弁護士の尋問に答える形で語った後、

東電からの反対尋問が行われたとのこと。「100ミ

リシーベルト以下の発癌やその他の病気発症のリ

スクは科学的に証明するのが難しい。このことを、

ご主人から聞かれたことはありますか？」「多くの

情報に振り回されて放射線をむやみに怖がるので

はなく、正しい知識をもって正しく恐れることが

必要。そのようなことをご主人から聞いたことは

ありますか？」など次々と「ご主人」という言葉

を含めて質問が続き、森松さんはそれに対して「あ

りません」「一切ありません」と答えたのですが、

なぜ「ご主人」が出てくるのか？ とても不思議

に思ったと傍聴していた人から聞きました。医師

である、賢い男性である、ご主人の話すことは、

ちゃんと聞いたのですか？と聞こえたよ、と。そ

してそれに続く国からの尋問は少なかったけれど

的外れな質問ばかりで、高飛車で高圧的な言い方

だったと聞いて、ううっ、残念、私も直接そんな

やり取り聞きたかった～！ 

 

◆故郷と家族を返して！ 

 

 １時間半のお昼休憩後再開された午後の本人尋

問には私も傍聴に入ることができました。 

 午後１人目の本人尋問は、福島市から２人の子

と共に関西に母子避難して現在は福島に戻ってい

る女性に対して行われました。生まれた時からず

っと福島に住んでいた、山が近く自然が豊かで、

空気も野菜も果物もとてもおいしくて、自然のな

かで子どもたちものびのびと育ってきた、ご近所

で収穫した野菜や果物を交換、雪が降ると自分が

できる時に雪かきをして隣近所助け合うなど、福

島の魅力に感謝しながら生きてきた、それが原発

事故で一変した、小さい頃チェルノブイリ原発事

故で放射能汚染の恐ろしさは教えられて知ってい

た、住まいは強制避難区域ではなかったが放射能

は恐ろしいと思い、最初関東の親戚のところへ、

その後関西へ避難してきたと、原告弁護士からの

質問に答えて語る女性。「現在福島に戻っているの

は、もう安全だと思ってですか？」という質問に

対して、「思っていない！」と強い口調で否定。「で

も、自宅なら家賃も要らない。ご近所の方にも助

けてもらえる」と事情を語られました。最後に「元

のきれいな福島に戻してほしい。私たち家族も事

故前の幸せな家族に戻してほしい。でもそれがで

きないのなら、せめて責任を認めて金額で補償し

てほしいです」と涙をこらえて語るのを聞いて、

原告団の最前列では午前中に尋問された森松さん

がボロボロ涙、傍聴席からもすすり泣きの声が聞

こえました。その後被告からの尋問。東電からは

避難時の場所や日時の特定を要求する質問が続き

ました。国からの質問は少なかったです。 

 

◆３人目の本人尋問の後、二度目のミニ報告集会。 

 

 予定より長引いて２時間の尋問の後、10分休憩。

その後この日３人目、最後の尋問は、ずっと帰還

困難区域とされてきて約２か月前に避難指示が解

各地から寄せられた激励のメッセージの一つ、脱原

発を訴える、埼玉県在住の木製家具職人・ダニー・

ネフセタイさんから届いたバナー。 



（原発賠償関西訴訟）          ＬＩＰ ２０２３／０７ 
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除された地区に住居を構えていた男性に対して行

われました。午後４時53分閉廷。 

 閉廷後弁護士会館の控室に戻って行われた、こ

の日二度目のミニ報告集会では、午後の本人尋問

の様子を担当弁護士から報告を聞いた後、兵庫訴

訟、京都訴訟の弁護士や原告、佐賀で原発関連の

訴訟に携わる弁護士や、富山から駆け付けた研究

者からのお話に続き、おしどりマコ・ケンさんも

一言。「普通、傍聴券の配布って、ロープを張って

整然と行われるものなのに、ここは凄い。だーー

っとたくさんの人が取り巻いて『ギブ・ミー・チ

ョコレート！』みたいに手を出すんだもの」とい

う言葉にはどっと会場が湧きました。 

 最後に原告団長の森松さんから、「裁判官に被害

を分かってもらうためには、原告は心をこめて被

害の実情をわかりやすく訴えることが必要。そし

て応援してくださる方々の力も大切です。12年経

っても、裁判で被害の実態を知ろうとして来てく

れている、皆さんに感謝です」とご挨拶。「引き続

きこれからも提訴した 85 世帯全てに対して各世

帯１人ずつの本人尋問が続きます。傍聴応援をぜ

ひよろしくお願いします！」呼びかけの声に、会

場の皆は大きく頷きました。 

 次回第40回期日は、大阪地方裁判所で７月12

日（水）午前10時開廷、午後５時までの予定で、

第２回目の原告本人尋問が行われます＊＊。 

（文／豊髙明枝 写真・関西訴訟支援者提供） 

 

*12 月 18 日第二次提訴、2014 年 3 月７日第三次提訴、

2016 年 3 月 3 日第四次提訴と、計 243 人が原告になっ

ています。原告団の多くは家族で、子どもたちも原告

になっています。 

 

**来年１月までの期日予定：第41 回期日９月６日（水）

10：00〜17：00／第 42 回期日 10 月 19 日（木）10：

00〜17：00（専門家証人尋問（主尋問）も）／第 43

回期日 11 月 30 日（木）10：00〜17：00（専門家証人

尋問（反対尋問）も）／第 44 回期日 2024 年１月 18

日（木）10：00〜17：00 本人尋問は以降も続きます。 

 

事故後育児日記と家計簿を兼ねて手帳に記してき

たメモも、森松さんは証拠資料の⼀つとして提出。

記された支出に対して、被告・東電から細かい質問

も発せられた。 
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イラスト 表紙：平井由恵 

ＬＩＰ会計報告（前号以降） 

金額(円) 内容 

39,230 前号から繰り越し 

3,000 応援団寄付 

▼588 郵送代 

▼500 ロッカー代 

▼4,640 ６月号印刷代 

36,502 計（次号へ繰り越し） 

 

応援ありがとうございます♪ 

匿名希望さん 

STOP WAR NOW 

【 枚方自閉症児（者）親の会 】 
自閉症だけでなく生きづらさを感じながら生きている人、その保

護者や関係者の方々。どうぞフリートークでご参加ください。話

すことにより、何か新しいことに気づけるかもしれません。11月

に学習会がある予定です。 

◆日時： ７月10 日（月）10：00～12：00 

◆場所：ラポールひらかた ４階共用ルーム 

※連絡先 松崎 072-845-3014 さんなみ 072-868-9929 

【 ２台のピアノのコンサート 】 
◆日時：7月23日（日） 

 13時～ 有志によるコンサート 

 14時～ くみちゃん＆やっちゃんコンサート 

◆会場：枚方市総合文化芸術センター 小ホール 

◆参加費：無料 

◆連絡先：090-9281-3566 木村まで 

「くみちゃん」こと木村久美子と「やっちゃん」こと坂田恭子の

２台のピアノのコンサートです。馴染みのある「トルコ行進曲」

「楽しき農夫」「動物の謝肉祭」などを演奏します。気楽に聴いて

いただけるようなコンサートにしたいと思っています。ご来場を

お待ちしております。 

■天国への階段を連載いただいている鶴島緋沙子さんです

が、ケア付き施設へ入所されたということで、今月は休載で

す。『トミーの夕陽』のモデルである「自閉症」の息子さんは、

ヘルパーさんの助けも借りて、ひとり暮らしを始められたそ

うです。可能なら、そのあたりの話も今後掲載出来たらいい

なと思っています。（ｗ） 

 

■ＬＩＰは、市民が書き、市民が作り、市民が読む地域密着

型情報紙です。あなたも紙面に登場してみませんか？ 

【参加者募集】 放課後クラブ「チャレンジ・キッズ」 
 子どものことで、迷ったときに相談したり、悩みを打ち明けら

れる場があればいいなぁ……。そんな思いで集っています。 

 支援者を交えて、気楽におしゃべり情報交換しませんか。 

◆日時：8/3（木）10時30分～15時くらい 

（遅刻早退ＯＫ、出入り自由） 

 ・10時30分～11時 おしゃべり・情報交換交流会 

 ・11時～12時 フェルデンクライス体験レッスン 

 （要予約・参加者はバスタオルと水分を持参してください） 

 ・12時～15時くらい おしゃべり・情報交換交流会 

◆場所：枚方市立サンプラザ生涯学習市民センター 和室１ 

   （ひらかたサンプラザ３号館５階） 

◆参加費：無料 

◆問合せ：c-k＠love-dugong.net または、 

    090-5893-5635（16時以降 豊高） 

（予定変更の場合もありますので、必ずご確認願います。） 

下記ブログにて、随時情報を掲載しています。 

    http://ameblo.jp/challengekids81573/ 

（「チャレンジ・キッズ」「アメブロ」で検索してください） 


